
.公演を間近かに控え練習を行う勝浦座のみなさん

' 

勝浦座がロスアc，ゼルスマ
人形浄瑠璃公演

町の無形文化財指定の勝浦座がきる� 11

ー、

月22日に勝浦町を出発、
 

24日から� 3日間、ロスアンゼルスで公演を行いました。


これは、日本文化を紹介する展覧会� (JAPAN EXPO '89) 

に招待され、十周年記念特別イベン卜のーっとして人形浄瑠璃


を披露することになったものです。


公演では� r寿式三番量Jr傾城阿波の鳴門、巡礼歌の段Jr絵本

太功記+段目尼ケ崎の段」が披露されました。 '89第234号� 

12月号
町民のうごき� 

世軍事数� 1，986戸 人口 男� 3，750 女� 3，981 計� 7，731 (平成元年10月末日現在)� 

出生男�  1女� 1計� 2・死t 男� 8女� 4計12・ 転入男�  4女� 3計� 7・転出 男� B女� g計15 (平成元年10月中)

広報かつうら12月号=234・平成元年12月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511側
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勝浦座がロスアンゼルスで人形浄瑠璃公演

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第234号 カ込 ずコ つ ら 平成元年12月� 1日� (2) 

決 算公表

介担金及び負担金� 85，850千円� (3.3%) 

1.8%) 

公
債
費
の
負
担
割
合
を
示
す
公

債
費
比
率
は
、
税
収
及
び
普
通
交

4
1

決
算
規
模

昭
和
六
士
二
年
度
の
決
資
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
は
、

一
0
・
三
%
の
増
加
と

な
っ
て
お
り、

一
哀
感
凶
は
、
九
・

八
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
決
算
規
模
と
な
っ

た
の
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
地

方
交
付
税
が
一 

0
・
四
%
の
伸
び

を
示
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
投

資
的
経
費
が
二
五

・
三
%
の
増
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

2
財
政
構
造

歳� 

地方交付税� 

1，095，562千円� 

¥-

民生費� 

273，385千円� 

(10 .8%) 

消防費� 29，335千円� (1.1 %)

歳出合計

農林水産業費� 

565，846千円� 

(22.3%) 

商工費� 40，331千円� (1.6%)

議会費� 57，475千円� (2.3%)

¥J 

依存 

財源 
  歳 出
74.2% 

(41.9%) 

ーあき缶・ ゴミ拾う人の身になって一

MUS04
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決算公表昭和63年度勝浦町普通会計25億円の使いみち



ずコ

V
普
通
会
計
収
支
の
状
況

つ ら 第234号カ込(3) 平成元年� 12月� 1日� 

(単位千円)

歳入総額④� 2，612，672(前年度� 2，368，687) 

付
税
等一

般
財
源
が
増
加
し
た
結

果
、
前
年
度
か
ら
二
・
八
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
て

一
五
・
八

%
(債
務

負
担
行
為
を
含
む
公
債
費
比
率
は

一
八
・
二
%
)と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
の

度
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率

(
経

常

一
般
財
源
に
占
め
る
経
常
経
費

に
充
当
し
た
一
般
財
源
の
割
合
)

に
お
い
て
も
前
年
昨
尻
か
ら
五

・
九

%
低
下
し
て
七
五

・
一
%
と
な
り

ま
し
た
。

六
十
三
年
度
の
本
町
財
政
は
、

V

公
債
費
比
率
及
び
経
常
収
支
比
率

が
下
が
る
な
ど
財
政
環
境
は
や
や

明
る
さ
を
と
り
も
ど
し
ま
し
た
。
�
 

積
立
金
(
財
政
調
整
基
金
)
の
推
移

歳出総額@ 2，536，246(前年度� 2，3 ，272)10

歳入歳出差引額� (④一� ⑥� ) @ 76，426 

翌年度へ繰越すべき財源� @ 8，306 

実質収支(@一� @) 68，120 

(単位:百万円) 

291 

。� 

V
地
方
債
残
高
推
移

30億� 

地
方
債
残
高
と
積
立
金

町
民
一
人
当
た
り
と
一
世
帯
当
た
り
の

一世帯当たりの

地方債残高� 

円883，2091， 

rHJ{H 


臼
年
度
末

目
年
度
末

引
年
度
末

印
年
度
末

日
年
度
末

四
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

田
年
度
末

引
年
度
末

印
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

日
年
度
末

，司
当
の

人
町
金

ー
の
立

民
り
積

町
た ￥

'.a，
a
y
n
H
u
 

( 1世帯当たり)� 
( 1人当たり)

ードライバー ほしいゆとりの 歳の暮 岡本はつえー

se
7円』

n
M
H
W
 

V
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第234号 ザコ つ ら 平成元年12月1日 (4) 

適
し
た
切
れ
味
を
出
す
水
温
を
発

見
ー
ま
た
粘
性
の
高
い
水
溶
性
ポ

(
横
瀬
)

リ
マ
ー
を
打
刃
物
と
し
て
は
全
国

大

久

保

博

市

ぷ

で
初
め
て
焼
き
入
れ
液
に
取
り
入

れ
、
冷
却
速
度
を
遅
く
す
る
こ
と

に
成
功
、
焼
き
入
れ
時
に
刃
が
割

今
年
度
の
現
代

久
保
さ
ん
の
刻
印
は
⑮
。
こ
れ
は

れ
る
焼
き
割
れ
を
な
く
す
こ
と
に

の
名
工
と
し
て
横

「
郷
土
勝
浦
の
名
に
は
じ
な
い
た

成
功
し
ま
し
た
。

瀬
の
大
久
保
博
市

め
に
、
自
分
の
心
に
打
ち
勝
つ
、

お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
帰
っ
て
い

さ
ん
が
遷
は
れ
ま

他
の
県
に
勝
っ
て
い
く
」
こ
の
気

く
姿
を
見
た
時
斗
よ
く
切
れ
た
」

し
た
。

持
ち
を
込
め
て
つ
け
ら
れ
て
い
ま

と
い
う
声
を
聞
い
た
時
は
思
わ
ず

徳
島
震
の
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
百
人
、

す
。

頭
が
下
が
る
そ
う
で
す
。
こ
の
受

「
今
年
も
県
内
各
地
で
は
何
件
か

県
下
で
は
た
だ
一

伝
統
の
技
術
の
う
え
に
大
久
保

賞
で
、
親
の
恩
、
い
つ
も
注
文
を

の
食
中
毒
が
発
生
し
問
題
に
な
っ

人
、
十
月
十
日
東

さ
ん
は
切
れ
味
を
出
す
た
め
の
研

く
れ
る
お
客
さ
ん
、
後
を
継
い
で

て
い
ま
し
た
が
、
勝
浦
郡
で
は
地

京
中
野
サ
ン
プ
ラ

究
に
情
熱
を
注
が
れ
、
使
う
人
に

く
れ
る
息
子
さ
ん
(
善
正
さ
ん
)

域
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
問
題
は

ザ
で
表
彰
を
受
け

相
談
し
た
り
、
県
外
の
技
術
の
先

見
守
っ
て
く
れ
た
奥
さ
ん
(
ツ
ル

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

ら
れ
ま
し
た
。

輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
わ
か

エ
さ
ん
)
、
協
力
し
て
下
さ
っ
た
み

外
食
が
普
及
し
、
輸
入
食
品
も

大
久
保
さ
ん
は

ら
な
く
な
り
仕
事
場
で
寝
て
し
ま
っ

な
さ
ん
に
心
か
ら
威
謝
し
な
が
ら
、

多
く
出
て
い
る
今
日
、
業
者
聞
の

昭
和
十
六
年
か
ら

た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
の
結
果
、

も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
い

連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
食
中
毒
に

父
清
八
さ
ん
の
も

さ
ま
ざ
ま
な
水
温
で
焼
き
入
れ
し

う
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と
話
さ

な
ら
な
い
よ
う
、
食
品
の
管
理
に

と
で
修
業
、
以
後

た
刃
物
を
実
際
に
使
い
、
用
途
に

れ
て
い
ま
し
た
。

は
十
分
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。
ま

四
十
八
年
か
じ
屋

た
食
品
衛
生
の
向
上
、
発
展
に
こ

を
守
っ
て
き
ま
し

れ
か
ら
も
努
め
た
い
。
」
と
美
馬
さ

た。

ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
直
後
県
内

永
年
に
わ
た
り
食
品
衛
生
に
功

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

に
は
三
百
軒
、
町


労
さ
れ
た
久
国
の
美
馬
安
雄
さ
ん

内
に
も
十
三
軒
あ


が
こ
の
ほ
ど
厚
生
大
臣
表
彰
を
受

っ
た
か
じ
屋
も
今


賞
さ
れ
、
十
月
二
十
日
東
京
都


で
は
県
内
に
五
  

「
椿
山
荘
」
で
表
彰
を
受
け
ら
れ


企
業
に
対
抗
で
き
な
く
な

六
軒
、
町
内
で
は
た

っ
た
一
軒
だ

っ
た
の j


ま
し
た
。


け
。「
安
い
値
段
で
大
量
生
産
す
る


美
馬
さ
ん
は
昭
和
四
十
三
年
以


来
食
品
衛
生
の
お
世
話
を
さ
れ
、


が
同
業
者
の
や
め
た
主
な
理
由
。

昭
和
六
十
年
に
徳
島
県
食
品
衛
生

競
争
相
手
が
あ
る
う
ち
は
い
い
が

会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
業
者
が
少
な
く
な
る
の
は
さ
び

』

現
在
は
、
小
松
島
支
部
副
会
長
、

し
い
こ
と
で
す
。」
と
い
わ
れ
る
大

昔
な
が
ら
の
か
じ
屋
を
守
る
大
久
保
さ
ん

F

乙チ

『

。、

、
』

一豊かなる 心無事故の師走かな 沢口俊夫ー
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ヌう込 Jコ つ ら 第234号� 

ば
い
運
動
に
取
り
組
み
、「
花
づ
く

り
を
通
し
て
人
の
輸
を
広
め
、
情

操
面
や
奉
仕
の
精
神
を
養
い
、
う

る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
し
よ

う
」
と
全
支
部
挙
げ
て
の
花
づ
く

り
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
役
員
や
会
員
は
、
首
の
手
入

れ
、
植
付
、
か
ん
水
、
施
肥
、
敷

わ
ら
と
年
中
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、

家
族
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で

町
内
全
域
に
四
季
折
々
の
花
が
咲

き
、
通
行
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
て

い
ま
す
。
地
域
の
美
化
と
人
の
輪

づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
も
の
で
、

住
民
の
皆
様
と
共
に
喜
び
、
受
賞

を
契
機
と
し
て
花
づ
く
り
の
輸
を

広
げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

書
道
ぞ
最
優
秀
賞

徳
島
県
知
事
賞
に
輝
く

l

生
比
奈
十
西
岡
本
待
伯

本
凡
梅
小
守
処
置
与

岡

本

科

特

許

ppta

3aa

推
進
コ
ン 
F
Eル
ほ
お
リ
卓
男

点
伐
を
お
さ
め
ら
侃 

aL

町に花と� ラ否おいをH


第
二
十
六
回
全
国
花
い
っ
ぱ
い

コ
γ
ク 

ル
、
職
場

・
地
域
の
部

に
全
国
か
ら
九
百
三
十
八
団
体
の

応
募
が
あ
り
、
都
道
府
県
ご
と
の

地
方
審
査
を
経
て
推
薦
さ
れ
た
七

十
五
件
に
つ
い
て
中
央
審
査
会
が

行
わ
れ
、
勝
浦
町
婦
人
会
の
花
づ

く
り
活
動
が
認
め
ら
れ
「
厚
生
大

臣
室
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

婦
人
会
は
四
年
前
か
ら
き
れ
い
な

町
、
つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
花
い

っ

徳
島
県
と
県
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
書
写
書
道
、
絵
画
の
作
品

募
集
に
お
い
て
、
岡
本
祥
伯
君
が

最
優
秀
作
品
に
運
は
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
募
集
は
、
徳
島
県
が

緑
化
元
年
を
記
念
し
、
「
緑
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
一
つ
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
も
の
で
す
。

4
可
知
事
賞
を
受
け
た
作
品 

生
比
奈
小
四
年

岡

本

祥

伯

く

ん

書
道
の
部
に
応
募
さ
れ
た
岡
本

君
は
、
書
写
書
道
の
部
全
体
を
通

じ
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
最
寝

秀
作
品
に
避
は
れ
、
徳
島
県
知
事

賞
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賞

状 

μFS

wF
d
M
f

宮
本
書
斗

感』
 

会
牽
広 

よラ
 

T
Z
乱
量
合 
L
tす 

-ra晶
平 

+
A
nム・

書
爆
撃 
e'
手
T

た

』 

F

花
の
手
入
れ
を
し
て
い
る

婦
人
会
の
み
な
さ
ん
で
す

ー¥

A¥ 

-霜の朝 ンー トベルトは心にも 豊田一笑一
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町に花とうるおいを厚生大臣賞勝浦町婦人会
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O構造

鉄骨� 2階造かわらぶき� 

和

書 

室 (8畳)...…… 17.04m2 

庫•......•..•.. • .. • ...• 28.00m'

-視聴覚室一一................. 85.50m' 

.郷土資料展示室............226.95m' 

(1 ~) 
 ・・・・・・・・・・・・・62.93m' ・・・ホ ー ル ・・・・・・

O建設場所 役場東側� 

、、一 -事 務 室・・・・・・・・・・・・・・・ . • •.•• 61.66m' O工期

・・・・ ・・・・・・ 91.59m' 

月末完成予定3年2平成243.75m'.....................書室・図� 

・ホ ー ル・・・・・・・ 平成元年10月23日

第234号 カ込� 4コ フ ら 平成元年12月1日� (6) 

さ
る
十
一
月
六
日
、
図
書
館
新
築
工
事
の
起
工
弐
が
、
ま
た
同
月

十
五
日
に
は
農
村
霊
視
改
善
セ
ン
タ
ー
起
工
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設

地
で
行
わ
れ
、
桜
木
町
長
、
山
本
議
長
ほ
か
関
係
者
出
席
の
も
と
、

工
事
の
無
事
を
祈
り
ク
ワ
入
れ
な
ど
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

役
場
東
側
に
建
設
さ
れ
る
図
重
量
は
平
成
二
年
三
月
末
日
に
、
ま

た
旧
勝
浦
病
院
跡
に
建
設
さ
れ
る
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
三
年
九
月
頃
完
成
の
予
定
で
す
。

事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O総事業費� 

1憶9，854万� 5千円� 〈2 階〉� 
O総面積�  

567.96m2 

着工

(幼児コーナー……………� 29.75m') O蔵書図書約�  2万冊

農村環境改善センター� 

d‘~....圃四...-

.....工事の安全を祈り“くわ入れ"が行われました 

O構造

鉄骨� 2階建一部かわらぶき� 

O総事業費

約� 3億5，000万円� 

O総面積�  

1，199.30m' 

(T 階〉 〈2 階〉� 
.......989.82m'・・-床面積 
 -健康増進室・…・・� 54.20m' -会 議 室・・・・・・・・・・・・・・・� 60.00m' 

ビ� _.........161.82m'
 54.00m'.多目的ホール・・・511.00m' -ロ 

(500人収容)

・・・・・・・・・・-農事研究室・ ・

-事務室…・…ー 25.00m' O工期

-実 習 室・・・・・・・・・

・保健室・…一� 30.00m' 

75.00m' ・休憩室・・・…...� 16.00m' 平成元年10月24日 着工

・・・・・・・・・室・相談 33.00m' 平成� 3年秋完成予定

ーやめよう 車からのポイ捨て一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館新築工事
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応
急
手
当
を
し
て
い
さ
え
す
れ

ば
、
助
か
っ
て
い
た
の
に
:
と
い

う
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
重
傷

を
お
っ
た
り
'
重
病
の
人
を
目
の

前
に
し
た
場
合
、
家
族
や
そ
こ
に

居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
手
当
を

す
れ
ば
、
助
か
る
場
合
も
多
い
の

で
す
。
ま
ず
倒
れ
て
い
る
人
を
見

つ
け
た
ら
①
出
血
多
量
か
、 

②
意

識
が
あ
る
か
、 

③
脈
が
ふ
れ
る
か

呼
吸
を
し
て
い
る
か
、

の
3
点
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
は

生
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

一

刻
も
早
く
応
急
手
当
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
血
が
多
い
場

合
は
止
血
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
意
識
が
な
け
れ
ば
、
脈
の

有
無
を
確
か
め
て
す
ぐ
に
気
道
確

保
を
し
て
く
だ
さ
い
。
呼
吸
の
有

無
も
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

方
法
を
簡
単
に
述
べ
ま
す
。

勝
浦
病
院
外
科
医
長

小

西

康

備

通
常
の
出
血
の
場
合
、
ガ
l
ゼ

や
清
潔
な
ハ
ン
カ
チ
で
押
さ
え
て

お
け
ば
た
い
て
い
止
ま
り
ま
す
が
、

止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
キ
ズ
口
よ

り
体
側
の
動
脈
を
圧
迫
し
ま
す
。

足
や
指
を
切
断
し
た
場
合
は
止
血

帯
を
使
用
し
ま
す
。

口
の
な
か
に
吐
い
た
物
が
な
い

こ
と
を
確
か
め
、
あ
れ
ば
指
で
か

き
だ
し
ま
す
。
頭
を
う
し
ろ
に
そ

ら
し
、
下
あ
ご
を
前
に
突
き
出
さ

せ
た
形
を
と
ら
せ
、
自
分
は
大
き

く
息
を
吸
っ
て
か
ら
、
事
与
告
の
口

を
{
歪
ー
に
お
お
う
よ
う
に 

k
ゆ
っ

く
り
息
を
吹
き
込
み
ま
す
。
こ
れ

を
成
人
に
は 
5
秒
間
に 
1
回
、
小

児
に
は 
3
秒
間
に 
1
回
の
割
合
で

行
い
ま
す
。

両
手
を
重
ね
て
、
患
者
の
み
ず

お
ち
の
少
し
上
(
脚
骨
の
下
半
分
)

に
体
重
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
、 

1
秒
間
に 
1
回
の
割
合
で
規
則
的

に
押
し
ま
す
。
呼
吸 
1
固
に
対
し

て
5
回
の
割
合
で
押
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
行
い
な
が
ら
、

警
董
・
の
到
着
ゆ
待
ち
ま
し
ょ
う
。 

12月のくらし

ヲシポイYト情報� 
O酢水につけると色ガ渇色に変わるの

ガ防げます。� 

O粘りの強いものはだし汁で割ります。

やまのいも

〈調理例〉

ながいものわさび酢和え� 

① なガいもは皮をむき.� 5αn位の干切

りして器に盛る。� 

② 黄菊1eJ:花びらをむしって水洗いし，

さっとゆでてオくを切り，なかいもの上

に敏らす。� 

③ 2綜酢にわさびを溶き入れて，なが

いものよからかける。

やま叫� 1もの独特なネパネ/紅潮こは

ムチンやマンナンと呼ばれる精力強化

の働きがある成分ガ含まれています。

漢方では滋養強壮剤として利用される

ほどです。叉各種のビタミンや食物繊

維も含まれています。

@調理のヒント 

Oト口口にして蒸菓子 ・あ� li3焼の生地� 

(まぐろ等の〉山かけ� lこ…。� 

O子切りにして酢の物� .(イクラ〉和

えに� 

Oその他，煮物，天ぷらに ー。

ーさっぱりと飲んだら乗らぬ 強い意志一

一『、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
応急手当

MUS04
テキストボックス
12月のくらしワンポイント情報やまのいも
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つ ら 平成元年12月 1日 (8) ザコ第234号

も
恒
例
の
町
民
体
育
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

優
秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
た
方
に

対
し
、
桜
木
町
長
、
相
原
教
育
委

員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

勝
浦
町
長
表
彰

(小学校地区対抗リレー) 

⑧⑤⑥ 

勝浦町綱引大会 
  

民

十
一
月
十
一
百
勤
労
者
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、
十
五

チ各企

山
田
体
協
会
長
か
ら
表
彰
を

4

司受
け
た
棚
野
チ
ー
ム

東四国国体を成功させよう-

企地区の熱い声援を受けて!

。
教
育
委
員
会
表
彰

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
中
、

み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い
憩
い
の
一
日

と
な
る
よ
行
主
ウ
え
て
い
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

¥、，

.8~<J)句史字詰弘子模 

o

、、，... 

十
一
月
=
百
文
化
の
目
、
今
年

開
会
式
の
中
で
妻
彰
が
行
わ
れ
、

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

勝
浦
中
学
校
相
撲
部

杉
田
博
文

勝
浦
中
学
校
女
子
剣
道
部

谷

本

仁

美

体
育
協
会
陸
上
部

a

晶張
り
合
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
�
 

o O
 

高
木
雅
子

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す

1
・
〈男
子
の
部
〉

・

優

勝

棚
野
綱
引
ク
ラ
ブ

・
準
優
勝

久
国
ク
ラ
ブ

来
年
は
第
三
十
回
記
今
主
人
会
に

・
第
三
位

消
防
第
一
分
団

竹

〈

女
子
の
部
〉

。
.
優

勝

棚
野
�
 

I
)

舶
は

・
準
優
勝

レ
イ
ン
ボ
ー
�
 
(

榊
わ

・
第
三
位

レ
イ
ン
ボ
ー
(
日
�
 

ム
は )

l

は
叫
ん
優
勝
し
た
男
女
の
各
チ

く
ヤ
十
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
る
県
大

“
チ
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

¥『 

一平成5年

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第29回町民体育大会

MUS04
テキストボックス
第5回勝浦町綱引大会
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B A

12月定例心配ごと相談 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

た
い
せ
つ
に
し
た
い

子

供

の

心

C
A

D

P
T
AA

あ
る
幼
稚
園
の

通
信
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

積
み
木
遊
び
を
し
た
時
の

こ
と
で
す
。
あ
る
グ
ル
ー

プ
の 

君。か
、
積
み
木
を

分
け
て
も
ら
え
ず
泣
き
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
が
「
み
ん
な
、

君
が
泣
い
て
い
る
の
に
楽

し
い
の
」
と
語
り
か
け
る

と、
 

君
が
積
み
木
を
半

分
出
し
て 

君
に
「
こ
れ
、

使
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

君
も
「
こ
れ
で

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
自
分

の
積
み
木
を
出
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、 

君
も
「
み

ん
な
が
一
緒
に
遊
ん
だ
方

が
楽
し
い
。
一
緒
に
せ
ん

か
」
と
気
が
付
い
て
く
れ

ま
し
た
。
「
う
ん
、
そ
う
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
園
児
の
担
任
が
指
導
の

手
記
を
保
護
者
に
伝
え
た
も
の
で

す。
い
ま
、
昼
間
所
や
幼
稚
園
で
は
、

み
ん
な
で
仲
よ
く
遊
ん
だ
り
、
学

ん
だ
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
同

和
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

A
7

で
、あ

る
中
学
校
の
校
内
弁
論
大
会

後
、
自
分
が
実
行
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
発
表

し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。

一
日
で
も
早
く
差
別
を
な
く
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
が
、
同
和
問

題
の
学
習
を
も
っ
と
積
み
重
ね
、

正
し
い
知
識
と
人
と
し
て
の
生
き

方
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
私
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
人
の
苦
し
み
が

理
解
で
き
る
人
聞
に
な
る
こ
と
。

A
Z
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
全
国
…

い
っ
せ
い
に
、
人
権
週
間
が
始
ま
…

山

差
別
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
山

・
と

同
和
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
積
山

H

次
に
、
差
別
を
絶
対
に
し
な
い

は
大
き
く
聞
か
れ
て
い
っ
て
い
ま
山

よ
う
に
す
る
こ
と
。

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
山

人
権
週
間

最
後
に
誤
っ
た
こ
と
は
誤
っ
て

山

い
る
と
、
勇
気
を
も
っ
て
は
っ
き

み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
…

記
念
映
画
会
の

り
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

一
生
け
ん
め
い
に
山

ご

案

内 

私
た
ち
が
幸
福
に
生
き
て
い
く

努
力
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
増
え
山

た
め
に
、
差
別
の
な
い
世
の
中
を

や
、
が
て
春
・・
・ 

求
め
、
こ
の
三
つ
を
実
行
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

主
演

星
野
知
子

現
在
、
県
下
の
す
べ
て
の
学
校

真
木
洋
子

で
同
和
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
話
し
合
い
を
各
家
庭

十

二

月

六

日

制

に
持
ち
帰
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
、

午
後
七
時
か
ら
九
時

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

・
と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

り
、
学
校
だ
よ
り
や
学
級
新
聞
な

山

三
階
ホ 

ル

ど
を
活
用
し
て
、
同
和
教
育
を
進

め
て
い
る
学
校
が
多
く
な
っ
て
い

山
耳
を
す
ま
せ
ば
:
ほ
ら
そ

εも 

ま
す
。

た
ち
の
苦
し
む
声
が
き
こ
え
て
き

m

「
同
和
教
育
は
、
人
権
の
大
切

一
山
ま
せ
ん
か
。
最
近
新
聞
を
に
ぎ
わ

さ
を
学
び
な
が
ら
人
間
の
生
き
方

一
山
し
て
い
る

"
い
じ
め
“

の
記
事
を

日 時 12月8日 (金 )・12月22日 (金 )

午前10時~午後 3時

内
円相

台 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センター  2階 

一
山
見
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。
も

を
真
剣
に
考
え
、
温
か
き
ゃ
優
し

一
山
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
に
心
を
痛
め

さ
を
大
切
に
す
る
教
育
で
あ
っ
て
、

一山

て
い
る
の
は
当
の
子
供
た
ち
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ

一 

管
理
が
厳
し
い
か
ら
だ
と
か
、
競

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

争
社
会
の
せ
い
だ
と
か
、
批
評
を

た
口
だ
か
ら
こ
の
教
育
が
進
め
ば
、

す
る
の
は
た
や
す
い
こ
と
か
も
し

子
供
た
ち
の
聞
の
イ
ジ
メ
も
な
く

一
山
れ
ま
せ
ん
。

な
る
の
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
た
お

こ
の
映
画
は
、
い
じ
め
る
側
、

山
い
じ
め
ら
れ
る
側
の
子
ど
も
た
ち

山
の
心
の
中
に
少
し
で
も
入
り
、
心

母
さ
ん
も
い
ま
す
。

山
の
痛
み
を
少
し
で
も
知
る
こ
と
が

山
で
き
た
ら
、
そ
し
て
命
の
尊
さ
を

川
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
:
・
。
そ
ん

山
な
思
い
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
観
覧

m

み
重
ね
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
自

幼
い
時
か
ら
の
同
和
教
育
の
積

山
下
さ
い
。

m m m

き

l

d

o 

す
。
一

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
っ
て
、

を
目
指
し
て
、

て
き
て
お
り
ま
す
。

り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
、
子
供
山

と
一
緒
に
学
び
、

一
人
ひ
と
り
が

極
的
に
取
り
組
も
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

一山一叫一山

一運転が示す あなたのお人柄一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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10)平成元年12月 l日 (

毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を
出

に
多
大
な
み
渓 
U

な
い
た
め
の
警
戒
体
制
を
実
施
し

ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き

い
ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ

る
こ
と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た

の
家
が
火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
所

が
か
か
り
ま
す
。

い
、
町
内
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ

ン
を
迎
え
、
各
区
域
で
巡
視
を
行

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ

斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

i

け
は
月
白
日 

初
日
の
問
、

平成�  2年勝浦町 成人式を� 1月 2日ω
午前 9時から住民福祉センタ - 3階ホー

ルで行います。成人となられた方は是非

ご出席下さい。

-該当者 昭和4叫4年 4月2日カか、ら昭和4羽5 

年 4月 1日まてで白に生まれた者。� 

;巴酬叩叩和柿削9臼一
(
業者及ぴ他の中学校卒業� |

5

者て，町内に在住してい� |

る者(12月10日現在)� J 
※町教育委員会で把握している該当者に

は，� 12月中旬までに通知いたします。

-問い合わせ 勝浦町教育委員会� 

(宮 2-2515)

さ
な
い
注
意
か
肝
心
で
す
。
そ
の

注
意
は
、

そ
れ
ほ
ど
む
つ
か
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ー
火
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

L

午
後

8
時
に
全
町
一

警

戒

に

あ

た

り

ま

す

。

一

つ
い
て
内
容

・
手
続
き
等
を
簡
単

一

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

¥
レ
ノ

(注
)
「
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
事
き

に
つ
い
て
は
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス

4

・1
¥
セ
ン
タ
ー
(
平
成
二
年
度
建
設
予

定
)
を
勝
浦
町
に
設
置
後
の
運
営

実
施
と
な
り
ま
す
。

人
の
方
々
を
対
象
に
、
意
識
調
査

の
実
施
に
向
け
検
討
中
で
す
の
で
、

実
施
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、
今
日
在
宅
福
祉
サ

I
ピ

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
る
え
、
在
室
支
の
今
様
な

7

ズ
に
対
応
し
う
る
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
拡
充
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図
る

R
J
指
針
と
す
る
た
め
、
本
年
度
内
に

ス
の
中
心
(
在
宅
三
本
柱
)
と
さ

れ
て
い
る
の
が
「
家
庭
奉
仕
員
派

遣
事
業
」
「
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
告
さ

及
び
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
壁

で
す
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

ねたきりなど介穫が必要な老人等がい る 家 庭 に ， 日常生活のお

世 話 をするため家庭奉仕員を派逃しています。
家庭奉 仕 員 派 遣 事 業

1 .派遣対象世帯

家 族 の 介 穫 が 困 難 な お お む ね65歳以上の方のいる家庭

2 サービスの内容

-家 事， 介被 に関 する こと

食事の世話，衣類の洗綴.住居等の消姉，身の回りの世話等� 

-相談，� lltJ言に関すること

生活.身上に関する相官長，助 言，その他必要な相談.助 言� 

3 利用者の 費用 負担 基準

利用者負担狐
利用者世帯 の階 層 区分

(1時間当たり) 

生活保積法による被保慨世帯(単給
A 世帯を含む。)� 。円

B 	 生計中心者が前年所得税非線税世帯�  0円� 

C 	 生計0中円心以者下向町前世年帯所得税調4税年寄買が� 200円9，60 

生計中心者向前年所円得以税下献税世年侃額ーが� D 	 9，601円以上32，� 
400 町 350円� 

E 	 生計中心者の前年所得税課税年額が�  
500円32，401同以上42，000円以下町世帯�  

生計中心者向前年所得税調4税年額がF 42，001円以上の世帯 650円� 

勢
の
変
化
等
に
伴
い
、
老
人
福
祉
、

と
り
わ
け
在
宅
老
人
福
祉
対
策
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
在
宅
志
向

の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
今
後

申込先� 

役場住民福祉課�  

又は� 

社会福祉協議会

一平成5年 東四国国体を成功させよう一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人式のご案内年末特別警戒の実施について

MUS04
テキストボックス
在宅福祉サービスのご案内



l
 

平成元年12月 1日� カミ

徳島県最低賃金�  

)-(
 

交

死

事

非

事

通

¥
k
k
f
¥
皆

ずコ つ ら 第234号

l 日 3.623円� 

時間給 労働 者� l時間 453円

実 施 年月日 平成元年10月|日

・お問い合わせ ・ご相談は

徳島労働基準局 〈宮(0886)52-9141 > 
又は，最寄りの労働基準監督署へ

日
ま
で
の
四
日
間
年
末
年
始
の
た

め
休
業
致
し
ま
す
。

年
末
は
、
ご
み
が
集
中
し
な
い

よ
う
計
画
を
立
て
ご
み
収
集
業
務

に
ご
協
力
下
さ
い
。

璽


十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三

m

ヘ
平
成
元
年
ロ
月
叩
日
制
か
ら

期
間� 

/
平
成
 2
年
1
月
�
 日
嗣
ま
で( 

合
同
年
末
年
始
の
突
通
安
全
運
動

年
末
年
始
は
、
帰
省
客
等
交
通

量
の
増
加
、
忘
年
会
、
新
年
会
等

飲
酒
機
会
の
増
加
、
さ
ら
に
は
気

ぜ
わ
し
さ
も
手
伝
っ
て
、
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
交
通
死
亡
事
故
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
厳
し
い

事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、
家
族
が
車
で
外
出

い
究
通
釘
動
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
0

・

す
る
と
き
は
暴
走
運
転
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
速
度
違
反
を
し
な
い

よ
う
「
ひ
と
声
」
か
け
て
注
意
し

幸
子
し
ょ
へ
も

外
出
の
際
は
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
が
で
き
る
よ
う
早
め
に
準
備

す
る
訂
動
実
話
・珍
書
留
化
す
る
等
、

事
故
を
し
な
い
、事
故
に
あ
わ
な

』、、

⑨ ⑨ 
ねたきり老人等を介護している家族が疾病にかかるなどの理由により，居宅における介

穫が困難となった場合に，老人を一時的に老人ホームに保穫する事業が実施されています。
申込先在宅老人短期保護 1 利用対象者 おおむね65歳以上の在宅のねたきり老人等

(ショ ー トステイ)事業� 2 利用の要件 役場住民福祉課
疾病，出産，冠婚葬祭，事故， 災害等の理由及び介機疲れによる休養や旅行等の

理由により一時的に居宅での介鎚ができない場合� 

3 実施施設 町が指定した特別養育亜老人ホーム 背禁荘(徳島市飯谷町)� 

4 利用期間
原則として� 7日以内(ただし，町長が必聖書と認めた場合は� 7日間延長することが

てーきる。)� 

5 利用料(平成元年度，� 1日当たり)

その他の世帯
〆-町、

|社会的理由 

生活保税也:{f，

0円� 1，890円
特別養護老人ホーム|

私的理由�  1，890同� 1，890円

デイ・サ ピスセンターにおいて在宅の虚弱老人等に対し� . 入浴・給食等の各種サ

ビスを提供する事業が実施されています。
在 宅 老人デイ ・ 1 .サービス内容 事業実施予定� 

サ ー ビス事業 (1)基本事業一生活指導司 日常動作訓練，家族介税者教室，健康チェ� y ク，送迎 平成 3年 4月� 
(2)通所事業一入浴サ ピス.給食サービス� 

2 利用対象者 おおむね60歳以上の方で，日常生活を営むのに支障のある方� 

3 利用料� 1日当たり 500円-700円程度

特別養護老人ホーム等において在宅の厳弱老人等に対し，入浴等の各種サービスを提

ミニ ・デイ
供する事業が実施きれています。

1 .サービスの内容
申込先� 

サービス事業 入浴サービス， 日常動作訓練，休養，その他 役場住民福祉謀
(ただし.送迎については，原則として家族が行うこととなっています。)� 

2. 利用対象者 おおむね65'歳以上の方で， 日常生活を営むのに支障のある方� 

3. 実施施設 国Tが指定した特別養育盤老人ホーム 青葉荘(徳島市飯谷町)� 

4 .利用料(平成元年度，� 1日当たり)

利用料

特別養護老人ホーム|市町村民税非課税世帯以下の世帯� 500同

又は養護老人ホーム| その他の世帯�  1，000円

一運転が示す あなたのお人柄ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島県最低賃金

MUS04
テキストボックス
交通事故非常事態



)21(つ ら 平成元年12月 l日

o o
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
-
フ
。
�
 

い
じ
め
、
俸
制
の
根
芥
絶
と
う
。
�
 

-
法
曹
周
や
人
権
擁
護
委
員
は
、
�
 

ずコカ為
第234号

る
こ
と
が
本
校
ピ
�
 ム
ラ
イ
フ
ル

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
は
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
，

生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
同
じ

よ
う
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

し
か
し
、
自
分
の
人
権
を
主
張

す
る
場
合
は
、
相
手
の
人
権
も
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�
 

-
勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

大
西
勝
幸
さ
ん
(
西
岡
)

V
第
お
回
徳
島
県
高
校
選
季
権

ピ
l
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
初
発

一
年

第

�

 
2
位

富

士

川

滋

部
の
特
色
で
あ
り
、
部
員
の
ひ
た

む
き
さ
が
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期

待
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。〈主

な
大
会
で
の
成
果
〉
�
 

第
5
位

森

本

浩

章

ビ
�
 ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
初
発
女
子

第
6
位
坂
口
さ
と
み
�
 

l

o

l

細� 田

JlI 
堀

中

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

。
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

ガ
γ
と
し
て
、
い
ろ
い

。
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
ょ
‘
フ
。

寅
さ
ん
(
今
山
)

毅
男
さ
ん
(
中
山
)

寛
さ
ん
(
坂
本
)
�
 

本
校
ビ
�
 
ム
ラ
イ
フ
ル
部
は
本

l

年
同
好
会
か
ら
昇
格
し
、
新
た
に

部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

本
生
度
か
ら
必
国
体
に
向
け
て
、

推
進
校
か
ら
強
化
指
定
校
に
格
上

げ
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
県
か
ら
銃

二
丁
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
得
点
表
示

板
、
プ
リ
ン
タ
ー
が

一
台
ず
つ
貸

与
さ
れ
、
設
備
面
で
も
充
実
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

現
在
部
員
は
女
子
二
名
と
少
な

い
の
で
す
が
、
放
課
後
熱
心
に
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
活

動
に
お
い
て
県
教
委
の
必
国
体
対

策
本
部
か
ら
木
内
栄

一
郎
専
門
指

導
員
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
本
校

ピ
!
ム
ラ
イ
フ
ル
部
に
と

っ
て
心

強
い
こ
と
で
あ
り
、
指
導
員
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

、、い
と
部
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。ラ

イ
フ
ル
射
撃
は
個
人
競
技
で

あ
り
、
ず
ば
抜
け
た
集
中
力
を
必

要
と
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
部
員
は
一
射
一
射
に
精

神
今
傾
け
、
真
撃
な
姿
勢
で
車
張
っ

第
幻
回
全
国
高
校
選
手
権

て
い
ま
す
。
厳
し
さ
、
真
剣
き
が

求
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
十
点
満
点

を
出
し
た
時
の
快
感
は
、
味
わ
っ

た
者
で
し
か
分
か
ら
な
い
程
す
ば

第
引
回
東
四
国
選
手
権

ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
快
感

が
ま
た
、
部
員
の
励
み
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
少
人
数
で
す
が
、
前

向
き
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

V Vビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
判
発

団
体
第
幻
位
男
子

第
幻
位
女
子

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
立
射
却
発

第
4
位
賀
野
真
貴
子

(勝
浦
園
芸
高
校

教
諭
麻
植
芳
靖
)
�
 

を
ス
ロ

ろ
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

ビームライフル講習会
Oあなだも撃ってみませんか?

す。
も
し
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地

元
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ
ご

相
談
下
さ
い
。
担
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜぐ~~~]J

一勝浦園芸高校

ヒ-ムライフル部一

d、、

一平成5年東四国国体を成功させようー

今月は、� 12月2日出� 13時~21時 

12 月 20 日 (水m時~22時
住民福祉センタ一三階ホール

お誘い合わせの上参加して ください。

お待ちしています。

l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第四十一回人権週間

MUS04
テキストボックス
めざせ国体勝浦園芸高校ビームライフル部
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ー、、

/¥  

-
募
集
人
員

二
十
人 

(申
込
み
順
と
い
た

し
ま
す
。)

-
申
込
み
の
方
法

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
税

務
保
険
課
へ
申
込
み
下
さ
い
。

成
人
病
検
診
受
診
者
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
保
険
者
の
疾
病
予
防
意
識
の
高

揚
と
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

-
対
象
者国

民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
が
あ
り
、
年
齢
が
四
十
歳
以

上
六
十
九
歳
ま
で
と
し
ま
す
。

た
だ
し、

老
人
保
健
法
に
よ

る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

-
検
診
の
内
容

胃
透
視

・
腹
部
超
音
波
検

査

・
心
電
図

・
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン

・
肝
機
能
検
査

・
腎

機
能
検
査

・
糖
尿
病

・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

・
痛
風
・貧
血
・

甲
状
せ
ん
検
査

・
乳
が
ん
検

査

・
血
圧

・
検
尿

・
検
便

・

身
長

・
体
重

・
胸
囲

・
握
力 

-
検
診
の
費
用
及
び
補
助
金
額

検
診
料
金

三 

、
0
0
0円

補
助
金
額

一
五
、
0
0
0円

(
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

検
査
に
要
す
る
費
用
の
二
分

の
一
以
内
と
す
る
。
)

-
検
診
を
受
け
る
医
療
機
関

O

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

-
検
診
を
受
け
る
日
時

平
成
元
年
一
月
十
日
か
ら
三

月
末
日
ま
で
の
間
の
水
・木
・

金
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
一
時
頃
ま
で 

-
申
込
み
締
切
日

平
成
元
年
十
二
月
二
十
日

詳
し
く
は
税
務
保
険
課
国
保
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成 
2
年
度
版
・
農
業

日
誌
及
び
新
農
家
麿
の
予

約
申
込
み
受
け
付
け
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
購
入
ご

希
望
の
方
は
、
役
場
産
業

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
所
有
す

る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
必
要
事

項
を
町
長
に
申
止
ロ
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
資
産
(
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
島
薪
岡
嬬
盛
一
寸
)

で
、
そ
の
減
価
償
却
費
が
所
得
の

計
算
上
、
損
金
又
は
必
要
な
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

所
得
税
や
住
民
税
な
ど
を
申
告

す
る
場
合
に
、
必
要
経
費
と
し
て

計
上
す
る
減
価
償
却
費
の
対
象
と

な
る
資
産
は
、
償
却
資
産
と
し
て

も
申
止
口
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

桜
の
苗
木
の

配
付
に
つ
い
て

毎
年
、
公
共
繰
化
(
環
境
修
景
)

事
業
と
し
て
、
徳
島
県
緑
化
推
進

委
員
会
か
ら
桜
の
苗
木
が
配
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
環
境

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
減
価
償
却

費
を
必
要
経
費
と
し
て
算
入
す
る

方
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を
必
ず

提
出
し
て
下
さ
い
。

由
止
ロ
に
必
要
な
事
項
は
、
償
却

資
産
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取

得
時
捕
、
取
得
価
額
、
耐
周
年
数
、

見
積
価
額
等
で
す
。

申
告
用
紙
は
、
町
役
場
税
務
保

険
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

扇
限

平
成
二
年
一
月
三
十
一
日
附

ま
で

さ
い
。 期

日
ま
で
に
必
ず
申
止
口
し
て
下

な
お
、
不
明
な
点
は
町
役
場
税

務
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
公


共
的
な
場
所
へ
の
植
樹
を
希
望
き


れ
る
方
(
団
体
)
は
産
業
課
ま
で


お
申
込
み
下
さ
い
。


※
希
望
数
量
が
多
い
場
合
は
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
E

ーさっぱりと飲んだら乗らぬ 強い意志一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国民健康保険施設事業成人病検診（人間ドック）の受信者に補助金を交付

MUS04
テキストボックス
償却資産の申告を忘れないで
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署
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

事¥

通
常
は
、
給
与
の
支
払
者
の
も
と

で
行
わ
れ
る
年
末
調
整
に
よ
っ
て

そ
の
年
分
の
給
与
に
つ
き
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
正
規
の
年
税
額

に
精
算
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
退

職
手
当
は
他
の
所
得
と
分
離
し
て

課
税
さ
れ
、
そ
の
源
泉
徴
収
額
が

そ
の
ま
ま
確
定
税
額
と
な
り
ま
す

か
ら
、
大
部
分
の
人
は
事
業
所
得

者
な
ど
の
場
合
の
よ
う
に
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
給
与
の
支
払
を
受
け

て
い
る
人
で
も
、
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
る
人
な
ど
特
定
の
人
は
、

た
と
え
年
末
調
整
が
行
わ
れ
て
い

て
も
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
申
告
義
務
の
な
い
人
で

も
、
確
定
申
止
口
に
よ
ら
な
け
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
の
あ
る
人
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
し
て
既
に
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
額
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。告

書
は
、
翌
年

い
ま
す
。

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
の
聞
に
、
住
所
地
の
所
轄
税
務

J

な
お
、
確
定
由
�
 

、、ー 

所得税 -住民税控除額一覧表
(単位  :万円 ) 

p汁 得 1見 {主 民 4見

区 分 控 |徐 官民 控 |徐 告員

改正前 改正後 改正前 改正後

基 礎 控 |除 33 35 28 30 

老 年 者 控 l徐 50 50 48 48 

市生 の 障 害 者 25 27 24 26 
障 害 者 控 除

特 日Ij 障 害 者 33 35 26 28 

一般の寡婦 ・ 寡夫  25 27 24 26 
寡 婦 寡夫控除

特定の寡婦に該当する場合  35 30 

重力 労 寸λUーe 生 控 除 25 27 24 26 

自主 グ〉 控 除 対 象 自己 {馬 者 33 35 28 30 

老 人 f空 除 対 象 自己 {同 者 39 45 29 35 
配偶者

一般の控除対象配偶者 65 36 51同居特別障害者である  47 
控 |徐

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者  75 56 

配偶者特別控除 (最高限度)  16.5 35 14 30 

市生 グ〉 扶 養 親 族 33 35 28 30 

特 定 扶 養 親 族 45 35 

同居老親等 以外の者  39 45 29 35 
老人扶養親族

同 居 老 親 等 46 55 33 42 

扶養控除 一 般の扶養親族  47 65 36 51 

特定扶養親族  75 56 
同居特別障害者である

扶養親族 同居老親等以外の老人  
75 56 

扶養親族

同 居 老 親 等 85 63 

給
与
の
支
払
を
受
け
る
人
は
、

一平成5年東四国国体を成功させよう-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
給与所得者も確定申告を
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わ
た
し
の
作
品

〈
短
歌
〉

病
院
の
窓
か
ら
見
ゆ
る
棚
田
に
は

彼
岸
花
咲
き
先
祖
の
参
り

坂
本
西
尾
ヨ
シ
ミ

喜
寿
に
し
て
な
お
健
や
け
き
朝
膳

に
い
と
し
の
妻
の
盛
り
し
赤
飯

坂

本

福

良

伴

二

高
梢
(
う
れ
)
に
柚
子
の
実
ひ
と
つ

熟
れ
そ
め
て
空
澄
む
里
に
秋
深
み

ゆ

く

坂

本

新

居

普

コ
ス
モ
ス
の
花
咲
き
競
ふ
野
の
道

を
子
供
み
こ
し
の
声
蝉
み
ゆ
く

横

瀬

日

下

克

子

夜
を
更
か
す
肩
を
包
み
し
枠
天
の

温
み
に
母
の
励
ま
し
聞
こ
ゆ

横

瀬

田

中

久

子


思
い
出
の
段
々
畑
の
綿
花
摘
む
綿


毛
飛
ば
せ
て
童
に
還
る


横
瀬
錦
内
常
一


真
新
ら
し
御
輿
を
担
ぐ
若
者
の
威


勢
良
き
声
吾
家
に
来
た
り


横
瀬
広
安
美
枝
子


枝
付
き
し
ま
ま
に
立
て
た
る
支
柱


竹
の
枝
だ
ん
だ
ん
に
み
な
赤
鯖
蛤


横
瀬
比
留
間

一

蜜
柑
の
木
伐
り
し
跡
地
の
桧
苗
緑

成
す
日
を
夢
に
も
み
つ
つ

横
瀬
日
下
智
世
子

事
遠
慮
な
く
物
言
い
合
い
て
夫
は
古

稀
吾
は
還
暦
共
に
迎
え
る

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

老
う
母
は
背
な
を
丸
め
羽
織
解
き

汗
拭
き
な
が
ら
綿
入
れ
を
縫
う

横
瀬
桜
木
千
代
子

山
並
の
夕
日
に
染
み
し
綿
雲
の
優

し
き
道
を
我
が
家
に
急
ぐ

横
瀬
平
山
美
千
子

畦
道
の
雑
草
個
性
の
花
付
け
て
タ

づ
く
彩
に
染
み
て
明
る
し

横

瀬

谷

翠

山

山
削
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
秋
空
に

魔
も
の
の
如
く
稔
り
居
る
な
り

坂

本

美

馬

直

枝

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
風
来
る
程
に
低

う
し
て
巧
み
に
峡
の
家
を
撮
い
る

中

山

菜

城

絹

初
め
て
の
花
咲
き
た
ら
し
木
犀
が

夜
の
厨
に
更
け
て
匂
え
り

中

山

山

下

房
雄

土
に
落
ち
し
種
の
お
ち
ど
は
わ
か

ら
ね
ど
暮
迫
る
畑
に
空
豆
を
播
く

立

川

堀

梅

子


取
り
込
み
し
蒲
団
は
綿
の
膨
み
て


開
け
放
つ
部
屋
陽
の
匂
い
す
る


棚

野

島

っ
と
む

尚
子
習
日
の
お
知
ら

H

還
ま
し
く
宥
ち
を
祈
る
子
供
ら
に


交
通
整
理
の
旗
を
振
り
つ
つ


棚
野
北
島
ア
サ
ノ


丹
精
の
成
果
を
軒
に
並
べ
置
く
薫


り
漂
う
大
輪
の
菊


棚

野

谷

新

太

郎


賑
わ
え
る
庖
ど
ん
ぶ
り
の
裏
表
み


な
て
い
ね
い
に
洗
い
て
お
り
ぬ


棚

野

殿

川

早

苗

這
わ
ん
と
て
竪
叩
に
努
力
す
る
孫

を
お
守
り
し
乍
ら
吾
も
教
わ
る

中

角

平

間

豊

子

駆
け
て
く
る
仔
犬
の
如
き
綿
雲
を

し
ば
し
見
つ
む
る
ロ
マ
ン
に
出
遇

ふ

掛

谷

斎

藤

重

子

雑
鳩
の
声
は
詑
し
き
タ
映
の
余
光

平
成
二
年
芸
術
祭
(
一
月
十
三

日
・
十
四
日

・
十
五
日
)
の
作
品

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

-
搬
入
締
切

一
月
十
一
日
嗣
午
後
四
時
ま
で

・
作
品
の
種
別

写
真

・
書
道

・
墨
絵

・
絵
画

・

手
芸

・
魚
拓

・
生
花

・
俳
句

・

短
歌

・
川
柳
・

盆
栽

・
そ
の
他

の
芸
術
作
品

(
サ
イ
ズ

・
題
は
自
由
)

午
後
七
時
三
十
分 

午

高

J

後
九
時
三
十
分

の
中
に
落
葉
降
り
つ
ぐ

横

瀬

稼

勢

広
夫 

と• 

き

十
二
月
十
六
日

午
後
六
時
三
十
分

か
ら

句刀
1i!jf
い� jl 

-
と
こ
ろ

-
参
加
費

-
参
加
資
格

-
申
込
先

社
会
総
合
会
学 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

所� 

t
u

短
歌
学
級

題
出
-
諒
締
切
日 平

成
二
年
一
月
二
十
日

「
正
月
」

場

住
思
福
祉
セ 
γ
タ 

三
階
ホ 

ル

二
千
五
百
円
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
五
百
円

程
度

十
八
歳
以
上
の
青

年
男
性
、女
性
(高

校
生
は
除
く
)
お

車
で
の
参
加
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

町
教
育
委
員
会

宮

(
二
|
二
五
一

二
文
は
、
も
よ
り

の
青
年
会
員
へ
十

二
月
十
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
チ
ケ
ッ

ト
を

代
金
と
引
き
換
え

に
お
渡
し
し
ま
す
。

l

l

十
二
月
二
十
日

習
{
孟
子
級 

十

二

月

八

日

制

十
二
月
二
十
二
日
幽

時
間

場
所

墨
絵
学
級

午
後
七
時
?
午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室十

二

月

七

日

嗣

十
二
月
十
七
日
日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第15回芸術祭作品募集
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第234号 カミ コ つ ら

日 曜� 内 甘困問 対 象 者 時 問 場 所 備 考

IY5 
火� 

インフルエンザ予防接種
(2回目)

一般 の方�  14:00-15:00 沼江保育所
持参するもの・・・印鑑� 
料金� ..13歳以上� 400問� 

6 71く� 

三種混合予防接種�  

(百日咳，ジフテリア，破傷風) 

02-4歳未満

l期...1か月毎に� 3回

2期・・・ l期終了後12-
18か月後に� l回

接種

13:30-14:30 
勝浦町住民

福祉センター

母子手帳

印鑑� 
持参するも の 通知した

ノ、ガキ

11 月� 健 康 相 談 一般の方�  10:00-11:30 勝 浦 会 館 持参するもの…健康手帳

11 月� 
インフルヱンザ予防接種

(2回目)
一般 の方�  13:30-14:30 坂本小学校

持参するもの・印鑑� 
料金� 13歳以上� 400同|

12 火� 
インフルエンザ予防接種

(2回目)
一般の方�  13:30-14:30 !勝浦郡農協

持参するものー印鑑� 
料金� 13歳以上� 400問

13 7K 健 康 相 談 一 般の方�  10:00-11:00 坂本集会所 持参するもの..健康手帳

13 水� 
インフルエン回ガ目ι相 砂ヲ据開置予〉

( 2 
健康 鮫

一般の方 13:30-14:30 与川内出張所
持容するもの...印鑑弘先住� 

康手中長(程l!1ll't相肢の方)
半i十重宝ー・・13鵡Eιuニ� 400!II 

13 7K 
インフルエンザ予〉防接種

( 2回目� 
f国E 11{ 特ヨ� E斑

一般の方 15:00-16:00 生名集会所
持参する(も棋聖F勝3・・中・目印鑑.世l!� 

JjJf手帳 械の方)� 
料金・.13議以」二� 400円

14 木� 健 康 相 談 一般の 方� 10:00-11:00 掛谷 集 会 所 持参するもの 健康手帳

14 木� 健 康 相 談 一般の方�  13:30-15:00 今 山 公会堂 持参するものー・健康手帳

15 金� 乳児健康診査�  
S64.1.1 -H元� 5.31 
までに生まれた子

13:30-14:30 勝浦病院 持 参 す る も の 母 子 手 帳

18 月� 健 康 相 談 一般の方�  13:30-15:00 横� j頼集会所 持参するもの健康手帳

19 火� 
インフルヱンザ予防接種

(2回目)
一般の方�  14:00-15:00 農村婦人の家

持参するもの・・・印鑑� 
料金.'13歳以上� 400円

20 水� 
インフルヱンザ予防接種

(2回目)
一般の方�  13:30-14:30 勝浦町住民

福祉センター
・ー・持参するもの 印鑑� 

料金�  13歳以上� 400円

21 木� 健 康 相 談 一般の方�  9 :30-11:00 棚聖T集 会 所 持参するも の…健康手帳

21 木� 
インフルエンザ予〉防接種

康(2回目
健 相鮫

一 般の方 13:30-14:30 星谷集会所
;持参するもの・・印鑓藍.fiIl! 

旗手中長(棋聖E附間炎のn)
料金・ー13歳以」ニ� 400問

22 金� 離乳食講習会�  
H元.7.1-10.31まで

13:30-14:00 

勝浦病院 持参するもの…母子手帳

22 金� 乳児健康診査�  
に生まれた子

14:00-14:30 

25 月� 健 康 相 談 一 般の方�  13:30-15:00 久国公会堂 持参するもの・健康手帳� 

※� 0インフルエンザは，約 4週間の間隔で� 2回接種をう けて下さい。� 

0振動病健診� (チェンソ ・ハンマーなどの振動工具を使用している人のための健診)は

平成 2年� 1-2月ごろに予定しておりますが12月11日(月)までとりまとめを行います。
受診をご希望の方は，環境衛生課保健婦へご述絡下さい。

ーあいさつをしましょう 幼・保・小・中・高PTA連絡協議会一
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みんなの健康今月の健康行事
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